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摂食者  
平均潜伏時間   

数   数   率  

18日利用  
593  427  72％   

団体  
30時間   

19日利用  
899  233  26％   

団体  
33時間   
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＊2002年の1月からヨーロッパでノロウイルスによる事例   
が急増  

＊原因はGⅡ4変異型ノロウイルス  

例：オランダ153件中117件（76％）  

＊変異型はポリメラーゼ領域のLord＄daleで4550からの   

塩基配列に変異  

AACTTG．2002年以前流行型  
1  

AATCTG GⅡ4（2002）  
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ORFl  

J   



TanMandJiangX，2005，一部改変   

GIl／2  GII／7  GI／10  Gl【／14  

BUDS  SMV  VA207  Boxer  OIF   

＋  ＋  

＋  ＋  

十′－  十′－  

非分泌型  ＋＋  ＋＋   

ノロウイルスのVLPを用い、各血液型個休の唾液との結合性を調べた。  

17   



●ふん便暮吐物： 大王にウイルスを排泄  

●症状が消えた後：ウイルスの排泄が続く  

●不顕性感染：常にウイルスを排泄する危険性  

●感染力が強い：10個程度で感染・発病  

●感染性を長期間維持：不活化されない  

●物理、化学物質に抵抗：不活化が難しい  
●遺伝子型：多い、多くに感染＝乳幼児一高齢者  
●獲得する免疫：弱い、繰り返し感染  

且  

現代社会に生き残るウイルス  
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○カキは不特定多数のヒトからの多くの遺伝子   

型に汚染されており、カキのノロウイルス総   
量のみならず、個々の遺伝子型の汚染量を   
明らかにした上で、暴露量と健康被害を求め   
る必要がある。  

○カキのリスクを無くすには、カキに汚染してい   
るウイルスの完全なる除去あるいは殺滅する   

浄化法の開発が急務である。  

○海外でのノロウイルス流行状況に関する情   

報収集に努めなければならない。  
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